
議 事 録 

会 議 名 令和6年度 第6回 運営推進会議 

報 告 者 令和7年3月11日    渡部仁美 

日  時 令和7年1月11日(火) 13時27分～14時24分 

場  所 ブナの木 事務所 

出 席 者 外部構成員：飯南町地域包括支援センター 宍戸様 

      外部構成員：老人会代表   奥野様 

      飯南町社協居宅介護事業所  本田様 

      小田地区民生児童委員    山碕様 

      家族代表          松平様（藤原久子様次女） 

ブナの木 ： 管理者 次長 和久利祥吾  渡部仁美 

合計 7名 

欠 席 者 所長 鹿田昌宏（真木地区民生児童委員） 1名 

会議内容 （１）サービス提供状況及び活動状況 

☆登録状況（令和7年3月1日現在） 

 登 録 者 数 ・・・ 28名   

介護度内訳 

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合 計 
平均  

介護度 

2名 6名 6名 8名 4名 2名 0名 28名 1.6 

性 別 人 数 ・・・ 男性10名、女性18名 

☆サービス利用状況（2月実績） 

  通いサービス（定員16名）・・・ 1日平均 13.6名 

  訪問サービス       ・・・ 1日平均 7.1件  1日13件訪問する日もある 

  泊りサービス（定員9名） ・・・ 1日平均 8.8名 

○近 況 報 告 

・今冬は数年ぶりの積雪量となりました。独居・高齢者世帯については、大型寒波予報の前に凍結の注意

喚起を行い、食料、灯油などの残量確認を行いました。宿泊サービスを利用された方もいらっしゃいま

した。降雪が多く、外出することが危険と判断し、通いを訪問に切り替えるなどサービス変更をしなが

ら安全に配慮した対応を実施しました。道路から自宅までの道がなかなか除雪されない家にはかんじき

を履いて訪問に伺いました。必要に応じて町内の建設業者へ除雪の依頼を手配しました。 

・利用状況につきましては、2 月に新規利用者 1 名がサービス開始となっております。また、利用してお

られた利用者1名が 2月末で利用終了となり、他施設へ変更されました。利用申し込みを 2件いただい

ている状況で登録者が28名となっております。現在利用申込を頂いている方から利用に向けて調整中。 



○行事報告 （⇒参考に写真を見て頂く） 

・1月15日 誕生会とぜんざいづくり   

新年に書初めコンクールを行った。地域のとんど祭り見学、参加した利用者様に豚汁を頂いた。 

・2月3日 巻き寿司づくりと節分豆まき 鬼のかわりにひょっとこなどで節分を行った。 

                    『ユーモアがあっていい』と意見あり。 

・2月4日 誕生会と茶話会  

〇研修・会議報告 

 ・飯南町サービス調整会議（1名参加） 毎月1回 

 ・飯南町地域ケア会議（1名参加） 毎月2回 

 ・事業所内スタッフ会議 毎月1回 

 ・法人内連絡会議 毎月1回 

○今後の行事予定 

 ・桃の節句茶話会、ぼた餅づくり、各月の誕生会  

〇今後の研修・会議予定 

 ・GH・小規模多機能事業者協議会 3/5（水）和久利参加 

  年末から年始にかけて多くの事業所でコロナやインフルエンザが入り、なかなか思うように行事がで

きなかったと聞く。施設での面会方法も時間制限や飲食は遠慮している等話を聴く。 

 ・雲南広域連合集団指導 3/19（水）    和久利参加予定 

 ・サービス調整会議 毎月1回 

 ・事業所内スタッフ会議 毎月1回 

 ・法人内連絡会議 毎月1回 

 ＊意見を求めるも、なし。 

（２）長期泊り利用者の状況報告 

・現在、8名の方が長期泊りサービスをご利用中です。 

 4名の方は独居生活で在宅生活が困難である方です。 

2名の方は介護量が多く在宅介護は困難である状況です。 

  2名はご夫婦で、ご家族が治療中の為宿泊を利用されています。 

（３）勤怠管理システム「クロノス」の導入について 

・前回ご紹介したMALL+familyに続いて、事業所のICT化に向けた取組の一つとして、勤怠管理システム

「クロノス」を導入することとなりました。4 月からの運用を目指しておりますが、導入後は社員が自

分の勤怠管理に責任をもって、有給の取得や勤務変更を行ってもらうように指導してまいります。 

職員で管理していく。カードを使用し自分で行う。勤務交替、時間外などの申請方法などをルール化し



ていく。携帯やパソコンで申請して、所長・管理者が承認をしていくシステムになっている。4月から運

用していく予定。 

前回紹介した MALL+familyはご家族との連携がほぼ終わっている。順次送っている。今後ブナの木新聞

もMALL+familyで送っていきたいと思っている。 

（４）令和６年度サービス評価について （⇒別紙資料あり、確認してもらいながら説明） 

前回皆様に頂いた意見をまとめ、今回の改善計画を立てた。 

（皆様から）つけたし等なし。承認頂いた、これで届け出す事とする。 

（５）その他（要望・助言） 

・地域での現状確認（困りごと等）＊意見交換を実施 

・管理者：（コロナの状況の話、いおりでの感染状況の様子を伝える。） 

飲食や交流、外出の良い所などないか。 

⇒参加者：うぐいす茶屋など良いのでは。利用者様の思い入れの所があればそこがいいのでは。 

⇒管理者：利用者様への聞き取りをしてみることにする。 

・行政：『バスの乗り方セミナー』を行った。先日三次のワイナリーや飲食した、来週は出雲へ計画して

いる。遠足のような感じ。路線バスを活用し、バス運転手が説明をして下さった。来年度も計画する

と思うのでよければ参加してもらいたい。 

  ＊近況として、 

・参加者：1 日が渓流釣り解禁日で結構人が居る。ルールがあり泊まり掛けで来ている人も居る等話

が出た。 

・参加者：社協で『日常自立支援事業』の研修があり、意思決定支援の研修に『ふわっと』さんが講

師で来ておられた。『人生会議』『今からのこと』を親の事を思い、どのように聞いていくか短時間

の参加だったが、自分も反省した。 

・参加者：前回の会議後、事業所の様子をみさせてもらった時に一番感じたことは、利用者が穏やか

な顔をしておられたことだった。いろんな話はできないかもしれないが、安心しきっておられる。

楽しんでおられる感じがした。パッと入った時に感じた。すごく頑張っておられると思う。 

・管理者：下来島や佐見からハーモニカにボランティアに来てもらっている。他の方にも気軽に面会

に来てもらいたい。 

 ・参加者：2月に雪が多かったが、ブナの木の職員がサービス支援している姿をよく見かけていた。 

 ・管理者：積雪で公用車が駐車できない自宅があり、その場合、二人で訪問に出かけ一人降車して訪

問支援を行い、支援終了後に迎えに行くなど対応した。職員を調整しながら、外出支援を行った。

かんじきを使用して訪問した家などは女性職員では難しいので男性職員が対応した。凍結の予防を

していたが、水道が凍結した家もあった。寒波の為に発電機を準備して停電にも備えていた。ブナ



の木では湯たんぽがあるので、万が一、停電した時には暖をとるのに重宝する。 

・参加者：停電については夏もだが、冬も準備が必要だと思った。コタツにあたっておられたが、一

人暮らしの方が低体温症で入院された方があった。ストーブをつけるのがもったいないと思う方が

おられる。その期間程でも、ショーステイ利用を勧めた。 

・参加者：節約の為にあったかいソックスを使用すなどの工夫をされる方もいる。 

 ・管理者：石油ストーブも絞って使用しておられる方にも注意喚起するもなかなか納得されない方も

おられ難しいと感じた。物を変えると使い方がわからなくなる場合もあり難しいと思う。 

※令和7年度 第1回運営推進会議予定日 

令和7年5月13日（火） 13：30～ブナの木事務所にて 

 


